
学校保育園あり方検討審議会

「第1~4回資料まとめ」
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町立学校保育園あり方検討審議会の諮問内容

①教育理念、②現状（建物の耐用年数・財政・出生数や社会増）、

③国財活用の選択肢（統廃合・長寿命化・複合化）を総合的に審議し

下記内容を満たす小学校保育園のあり方の方向性を導き出す。

1. 未来を生きる子どもたちに望ましい教育環境

2. 次世代に負担を残さない公共施設マネジメント

3. 地域の安全・持続可能性と教育への地域の参画
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① 教育理念
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富士見町教育大綱
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*H27 文部科学省
「公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引」
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メリット
の最大化

デメリット
の最小化

*H27 文部科学省
「公立小学校・中学校の適正規模・適正配

置等に関する手引」から作成
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*H27 文部科学省
「公立小学校・中学校の適正規模・適正配

置等に関する手引」から作成
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② 現状
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富士見町の毎年の出生数と R8年4月1日児童数
*R8年4月1日時点の

富士見町人口集計表から作成
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児童数「実数推移」と「 2017年時点での将来推計」の差

本郷小・境小は推計より

児童数を維持しており、

富士見小は減少率が大きい

*富士見町
・人口集計表

・公共施設再編方針

小学生
全体数

富士見小

本郷小

境小

薄い線：2017年時点将来推計
濃い線：2025年までの実数

2017年時点の将来推計は、 2019年策
定公共施設再編方針の統廃合（仮）案
の背景として掲載され、 2017年度実数
と学区別児童数減少率から算定され

たもの

800
788
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児童数  実数推移と 2026年の人口集計からの予測値

*富士見町人口集計表

小学生
全体数

富士見小

本郷小

境小

*2027年からは2026年4月1日人口集計

からの児童数予測値
800 792
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*富士見町子ども課

2026年4月1日時点での児童数詳細

14



*富士見町子ども課

2026年4月1日時点での園児数詳細
桃組の園児数が

本郷保育園以外は半減
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*R4年度策定の
町総合計画から抜粋

R4年度には人口目標を社会増を

見込み上方修正し、

毎年の人口減少を -120以内に

抑制することを目標とした

*R8年4月1日の年少人口は1,492人

年少人口もR2年比

50%から

76%へ上方修正

2026-2030年の
社会増目標は

+50人／年
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*富士見町
人口集計表から算出

-29
日本人のみでは

R6年から120人以内減

の目標を下回る
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富士見町の財政状況

R7         R8        R9       R10       R11      R12      R13      R14      R15      R16      R17      R18      R19      R20      R21       R22      R23      R24      R25      R26

物価変動・人口推計
富士見町公共施設等総合管理計

画
過去５年の決算統計等に基づき

トーマツが作成
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2019年策定「富士見町公共施設再編方針」
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各小学校舎の現状

富士見小学校 本郷小学校 境小学校

「富士見町公共施設個別施設計画」

建築年度 1974年 1979年 1983年

築年数 52年 47年 43年

耐用年度 2034年 2039年 2043年

耐用年までの年数 8年 13年 17年
*2026年現在 20
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年
策
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士
見
町
公
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施
設
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編

方
針
」
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富士見町公共施設再編方針は

2019年策定以降、住民の意見を聞き反映する機会が

十分に担保されないまま時間が経過している。

町財政シミュレーション、社会情勢や人口構造の変化、

国県補助金や民間活用の選択肢をはじめとした

現在の状況、各審議会等での住民の意見を踏まえて

個々の方針を検討したい。

現在の町の考え
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*第２次富士見町都市計画
マスタープラン

2次避難所

富士見小学校

本郷小学校

境小学校
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本郷地区：本郷小解体後 （2039年以降、13年後）避難可能人数

9歳の子どもが
22歳頃の話

38歳の保護者が
51歳頃の話

*富士見町地域防災計画資料編、
人口集計表から作成

63歳の祖母が
76歳頃の話

*耐震化未実施＋RZ一部の避難所を除いた場合、
解体後避難可能人数は 152人で5.85%

*富士見町地域防災計画資料編、人口集計表から作成
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境地区：境小解体後 （2043年以降、17年後）避難可能人数

9歳の子どもが
26歳頃の話

38歳の保護者が
55歳、

63歳の祖母が
80歳頃の話

*富士見町地域防災計画資料編、人口集計表から作成

*耐震化未実施の避難所を除いた場合、解体後避難可能人数は 372人で13.6%
集落から4-6.5km離れた避難所を除いた場合、解体後避難可能人数は 288人で10.5% 25
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移住相談推移： R7年度は過去最高の相談数（ 424件）

6
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成立物件数：R7年25件 *需要に対し物件が不足している（特に境・本郷）
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ウツリスムステーションでの R7年度移住相談の傾向

● 東京での賃貸や購入金額が上がっているため、地方で戸建てを所有したい

方が増えている傾向がある。

● 移住者の希望傾向は境➡本郷➡富士見の順に多い。ここ1年では葛窪、田

端、烏帽子、高森など地区名を指定する方も多く、空き家ではなく土地から探

し新築する家族もいる。

● 未就学児のいる家庭で本郷や富士見を探している方は少ないが、本郷小学

校の紹介をすれば興味を持ってくれる。

● 子どもの就学に合わせて移住を検討している。各学校・保育園の特徴までは

把握していない家庭が大半だが、やま保育に興味がある方はいる。 
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ウツリスムステーションによる考察
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コミュニティースクール：各学校の特徴がある

富士見小
多様な体験・環境・食育

① 農業・食育・ものづくり

● ルバーブ：3＋広報活動多数

● ホオズキ関連：13
● 竹・メンマ・干し柿：13

 
② 環境・自然学習

● 自然・森林・水辺：18
● ひまわりベンチ：10

 
③ 生活・地域・社会

● 交通安全：7
● 防災：4
● 租税：15

 
④ 学習支援

● 九九・ミシンなど：7

*富士見町子ども課
R7年度新規地域ボランティア数

集計資料情報をAIで分析

本郷小
地域密着・農業・伝統

① 農業・伝統
● 米作り：23
● 蚕：2、ルバーブ：6 
● 給食生産者：5
● ひまわり種しぼり：1

② 地域・環境活動
● 立場川活動：19

 
③ 福祉・共生

● 車椅子：6、手話：2
● せせらぎ園：9

④ 学習支援
● 読み聞かせ：10、九九：4

 
⑤ 防災・安全

● 消防団：7

境小
地域文化・交流イベント

① 地域交流
● 押立ふれあい交流：38

 
② 地域文化・歴史

● 御柱：1
● 縄文：14

 
③ 自然・地域

● 登山：16
● 地域探検：12

 
④ 国際・多文化

● International Day：5
● ケニア料理：2
● 車椅子：6

⑤ 地域生産者
● トマト農家、養鶏所：4
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保育園外部交流：各園の特徴がある

本郷保育園
小学校接続

① 本郷小学校

● 児童・職員との交流、プール遊

び、学校見学

② 地域交流
● さつまいも

● 正月遊び、ゲーム

*富士見町子ども課
保育園外部交流

集計資料情報をAIで分析

落合保育園
農・福祉・多世代

① 農業
● さつまいも、収 穫 祭、ブルーベ

リー、畑、梅収穫
② 福祉

● 社協ぱれっととの花植、体操
③ 旧落合小用務員

● ハロウィーン参観日、遊び

境保育園
郷土文化

① 地域交流
● 野菜作り、焼き芋、よもぎ団子、

まゆ玉、絵本
② 境小学校

● 押立相撲、読み聞かせ
③ 井戸尻考古館

● 茅葺き屋根へのあやめ植え

西山保育園
産業資源活用

①民間事業者

● 金剛建設：重機体験

● 金井農園：ブルーベリー

● カゴメ：ひまわり

② 福祉

● 紅林荘：踊り

富士見保育園
学校連携

① 学校連携
● 富士見高校：さつまいも、寄せ

植え、絵本、遊び

● 富士見中学校：手作りおもちゃ

● 諏訪支援学校：体操・ダンス
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③ 選択肢
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５つの選択肢の比較表

8
34



保育園

１
校
３
園
の
選
択
肢
と
し
て
一
覧
表
で
は
包
括
し
提
示

増築・廃校2校長寿命化した場合
*増築・廃校3校長寿命化=117.5億

増築なし・廃校3校長寿命化=116.9億35



ハード系コストの内訳
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通学に関する選択肢案

別々の校舎で
ありながら

「一つの学校」とし
て機能

中学校と小学校の先生
が連携

*1校に統合した小学校へ 1~4年生が通学、中学校へ 5・6年生が通学することも可 *小規模特認校を 1校とすることも可



義務教育学校
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中学校で必要となる教科と授業時数
（週時数）×学級数＝一人の先生の週時数

①国語（４）

②社会（３）

③数学（４）

④理科（３）

⑤音楽（１．５）

⑥美術（１．５）

⑦保健体育（３）

⑧技術（１．５）

⑨家庭科（１．５）

⑩外国語（４）

　この他に

•道徳（１）

•総合的な学習（２）

•特別活動（１）

①複数免許を持っている教員を配置
②小規模中学校間で兼務発令する
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（美麻小中学校の例）
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長寿命化改修＋複合化
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躯体

既存建物を部分解体し、健
全な躯体を活かして大規模
な修繕工事を行います。 躯

建て替えという常識を覆し、適切な改修で
建物の命をさらに延ばします。

柱や梁などの構造体が健全であ
ることが、長寿命化改修を選択
する上での重要な条件です。

解体と躯体再構築のための工期を削減
可能

すべてを取り壊して更地にし、ゼロから躯体新築工
事を行うため、工期や人手が多くかかります。 全解体工事と躯体新築工事で工期と人工数が大きくなる傾向

傾向

単なる修繕ではなく、学校全体を安全に
長く使うための抜本的な改修です。
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長寿命化改修事例：黒松内小学校 (北海道寿都郡黒松内町 ) 6.9億円

*文部科学省  H26年「学校施設の長寿命化改修の手引」

Before After
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地域拠点事例：南関第四小学校 （熊本県南関町）
*文部科学省  H26年

「学校施設の長寿命化改修の手引」

体育館を防災拠点として
長寿命化改修＋増築

49



複合化

事例

保育園
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*全国的には 1年生を含まない 2学年あわせて 16人以下で複式学級なので、

長野県は複式学級になりづらい、少人数教育を推進している県と言える
52
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コスト比較
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現状維持（小学校3校5園の新設）

維持管理費 人件費 計

富士見保育園　 　　4千6百万円 　１億２百万円 １億４千８百万円

西山保育園 　　3千7百万円 　８千３百万円 　　１億２千万円

本郷保育園 　　3千5百万円 　７千７百万円 １億１千２百万円

境保育園 　　2千万円 　４千２百万円 　　６千２百万円

落合保育園 　　1千2百万円 　３千２百万円 　　４千４百万円

富士見小学校 　　9千7百万円 　　　 ２千万円 １億１千６百万円

本郷小学校 　　4千9百万円 　１千１百万円 　　　　６千万円

境小学校 　　3千2百万円 　１千３百万円 　　４千５百万円

計 3億2千8百万円 　３億８千万円 ７億８百万円／年

〇保育園5園、小学校3校を維持する場合の年間維持費は、約７億８百万円です。
〇内訳は、人件費が約３億８千万円、維持管理費が約３億２千８百万円です。 55



現状維持（小学校3校5園の新設）
解体費用 新築費用

富士見保育園（延べ床  １,２７７㎡） 　４千５百万円 　８億４千６百万円

西山保育園（〃  １,０８６㎡） 　　　 ５千万円 　  　 ７億２千万円

本郷保育園  （〃 ８８７㎡） 　４千１百万円 　５億８千８百万円

境保育園（〃  ５１６㎡） 　２千５百万円 　３億４千２百万円

落合保育園（〃  ３６３㎡） 　１千８百万円 　２億４千１百万円

富士見小学校（〃６，３２０㎡） ７億２千３百万円 ３７億６千６百万円

本郷小学校（〃４，７１１㎡） ５億３千９百万円 　    ２８億７百万円

境小学校（〃４，１９２㎡） ４億６千２百万円 ２４億９千８百万円

計 　１９億３百万円 １１８億８百万円

１３７億１千１百万円

将来、建て替えや解体が必要になった場合、約137億円が見込まれます。
56



1小学校3園（小学校新設・保育園3園新設）
1校を新築して、３園を維持する費用

小学校１校の新築
＋解体費

　３７億６千６百万円
　＋７億２千３百万円

保育園３園の新設
＋解体費

　２１億５千４百万円
＋１億３千６百万円

小学校１校の維持管理費用 １億１千２百万円／年

小学校までのスクールバス運行費３路線 　　　 　９百万円／年

保育園３園の維持管理費用 ３億７千８百万円／年

廃校、廃園の費用

保育園２園の解体費用 　　　　４千２百万円

２校を避難所として長寿命化する費用
／または２校を解体する費用

　       ２１億３千万円
　　／１０億１百万円

廃校２校を解体まで維持していく費用 　　　　８百万円／年

〇１校３園の新築に６７億７千９百万円（町負担２５億７千万円）

〇２校２園解体１０億４千３百万円／２校長寿命化・２園解体２１億７千２百万円（町負担１５億９千７百万円）

　➡町負担４１億６千７百万円

〇維持管理費５億７百万円／年

町負担 8億9千8百万円

町負担 16億7千2百万円

町負担 15億5千5百万円

*統廃合と同時でない解体には国補助なし
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1小学校3園（小学校新設・保育園3園大規模改修）
1校を新築して、３園を維持する費用

小学校１校の新築
＋解体費

　３７億６千６百万円
　＋７億２千３百万円

保育園３園の大規模改修費用 　　　 ７億５百万円

小学校１校の維持管理費用 １億１千２百万円／年

小学校までのスクールバス運行費３路線 　　　 　９百万円／年

保育園３園の維持管理費用 ３億７千８百万円／年

廃校、廃園の費用

保育園２園の解体費用 　　　　４千２百万円

２校を避難所として長寿命化する費用
／または２校を解体する費用

　       ２１億３千万円
　　／１０億１百万円

廃校２校を解体まで維持していく費用 　　　　８百万円／年

〇１校新設・３園大規模改修に５１億９千４百万円（町負１４億１千３百万円）

〇２校２園解体１０億４千３百万円／２校長寿命化・２園解体２１億７千２百万円（町負担１５億９千７百万円）

　➡町負担３０億１千万円

〇維持管理費５億７百万円／年

町負担 8億9千8百万円

町負担 5億1千5百万円

町負担 15億5千5百万円

／統廃合と同時でない解体には国補助なし
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1小学校3園（小学校1校長寿命化改修、保育園3園大規模改修）

中学校の空き教室を活用して、小学校１校・保育園３園を長寿命化し
て維持する費用

小学校１校の長寿命化改修費用 　　１５億４百万円

小学校１校の維持管理費用 　１億１千６百万円／年

小・中学校までのスクールバス運行費 　　　１千８百万円／年

保育園３園の大規模改修費用 　　　 ７億５百万円

保育園３園の維持管理費用 　３億７千８百万円／年

廃校、廃園の費用

保育園２園の解体費用 　　　　　４千２百万円

２校を避難所として長寿命化する費用
／または２校を解体する費用

　 ２１億３千万円
／１０億百万円

廃校を解体まで維持していく費用 　　　　８百万円／年

町負担 3億9千9百万円

町負担 5億1千5百万円

町負担 15億5千5百万円

／統廃合と同時でない解体には国補助なし

〇１校３園の長寿命化・大規模改修に２２億９百万円（町負担９億１千４百万円）

〇２校２園解体１０億４千３百万円／２校長寿命化・２園解体２１億７千２百万円（町負担１５億９千７百万円）

　➡町負担２５億１千１百万円

〇維持管理費５億２千万円／年 59

義務教育学校にした
場合の推計



3小学校3園（小学校3校長寿命化改修、保育園3園大規模改修）

中学校の空き教室を活用して、小学校３校、保育園３園を長寿命化して維
持する費用

小学校３校の長寿命化費用 　３６億３千５百万円

小学校３校の維持管理費用 　　 ２億１千６百万円／年

中学校までのスクールバス運行費 　　 　　　９百万円／年

保育園３園の大規模改修費用 　　  　　７億５百万円

保育園３園の維持管理費用 　　３億７千８百万円／年

廃園の費用

保育園２園の解体費用 　　　　　４千２百万円

町負担 9億6千3百万円

町負担 5億1千5百万円

〇３校３園の長寿命化・大規模改修に４３億４千万円（町負担１４億７千８百万円）

〇２園解体４千２百万円

　➡町負担１５億２千万円

〇維持管理費６億３百万円／年 60

義務教育学校にした
場合の推計



3小学校3園（小学校3校長寿命化改修+保育園複合化）

中学校の空き教室を活用して、小学校３校、保育園３園を長寿命化して維
持する費用

小学校３校の長寿命化・複合化費用
＋保育園2園の解体費

　３６億３千５百万円
＋４千２百万円

小学校３校の維持管理費用 　　 ２億１千６百万円／年

中学校までのスクールバス運行費 　　 　　　　９百万円／年

保育園３園の維持管理費用 　　２億１千６百万円／年

町負担 7億5千3百万円

〇３校３園の長寿命化・複合化に３６億７千７百万円（町負担７億５千３百万円）

　➡町負担  ７億５千３百万円

〇維持管理費４億４千１百万円／年
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中学校に小学校3校を統合（増築なし、廃校３校を避難所として維持）

中学校に小学校３校を統合する（増築なし）

中学校までのスクールバス運行費
＋小学校にかかる人件費

　　 　　１千８百万円／年
+２千万円／年

保育園３園の大規模改修費用 　　  　　７億５百万円

保育園３園の維持管理費用 　　３億７千８百万円／年

町負担 5億1千5百万円

〇３園の大規模改修に７億５百万円（町負担５億１千５百万円）

〇３校２園解体１７億６千６百万円／２校長寿命化・２園解体３６億７千５百万円（町負担２６億９千４百万円）

　➡町負担３２億９百万円

〇維持管理費４億２千４百万円／年

廃校、廃園の費用

保育園２園の解体費用 　　　　　４千２百万円

３校を避難所として長寿命化する費用
／または３校を解体する費用

　３６億３千３百万円
　　／１７億２千４百万円

廃校２校を解体まで維持していく費用 ８百万円／年

町負担 26億5千2百万円
*統廃合と同時でない解体には国補助なし

義務教育学校にした
場合の推計
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中学校に小学校3校を統合（廃校３校を避難所として維持）

中学校に小学校３校を統合する（増築あり）

中学校の増築費用（６教室増を想定） 　３億１千８百万円

中学校までのスクールバス運行費
＋小学校にかかる人件費

　　 　　１千８百万円／年
+２千万円／年

保育園３園の大規模改修費用 　　  　　７億５百万円

保育園３園の維持管理費用 　　３億７千８百万円／年

町負担 6千4百万円

町負担 5億1千5百万円

〇１校３園の増築、大規模改修に１０億２千３百万円（町負担５億７千９百万円）

〇３校２園解体１７億６千６百万円／２校長寿命化・２園解体３６億７千５百万円（町負担２６億９千４百万円）

　➡町負担３２億７千３百万円

〇維持管理費４億２千４百万円／年

廃校、廃園の費用

保育園２園の解体費用 　　　　　４千２百万円

３校を避難所として長寿命化する費用
／または３校を解体する費用

　３６億３千３百万円
　　／１７億２千４百万円

廃校２校を解体まで維持していく費用 ８百万円／年

町負担 26億5千2百万円
*統廃合と同時でない解体には国補助なし

義務教育学校にした
場合の推計
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中学校に小学校3校を統合（廃校２校を避難所として維持）

中学校に小学校３校を統合する（増築あり）

中学校の増築費用（６教室増を想定）
＋解体費

　３億１千８百万円
＋７億２千３百万円

中学校までのスクールバス運行費
＋小学校にかかる人件費

　　 　　１千８百万円／年
+２千万円／年

保育園３園の大規模改修費用 　　  　　７億５百万円

保育園３園の維持管理費用 　　３億７千８百万円／年

町負担 2億8百万円

町負担 5億1千5百万円

〇１校３園の増築+解体、大規模改修に１７億４千６百万円（町負担７億２千３百万円）

〇２校２園解体１０億４千３百万円／２校長寿命化・２園解体２１億７千２百万円（町負担１５億９千７百万円）

　➡町負担２３億２千万円

〇維持管理費４億２千４百万円／年  

廃校、廃園の費用

保育園２園の解体費用 　　　　　４千２百万円

２校を避難所として長寿命化する費用
／または２校を解体する費用

　２１億３千万円
　　　　／１０億１百万円

廃校２校を解体まで維持していく費用 ８百万円／年

町負担 15億5千5百万円
*統廃合と同時でない解体には国補助なし

義務教育学校にした
場合の推計
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小学校３校の長寿命化・保育園との複合化

小学校３校、保育園３園を長寿命化・複合化して維持する費用

小学校３校の長寿命化・複合化費用
＋保育園2園の解体費

　３６億３千５百万円
＋４千２百万円

小学校３校の維持管理費用 　　 ２億１千６百万円／年

保育園３園の維持管理費用 　　２億１千６百万円／年

町負担 7億5千3百万円

〇３校３園の長寿命化・複合化に３６億７千７百万円（町負担７億５千３百万円）

　➡町負担 ７億５千３百万円

〇維持管理費４億３千２百万円／年
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